
提言

三学会合同特別討論会

フィブリノゲン製剤の適応拡大の条件は何か

① 羊水塞栓症、弛緩出血、常位胎盤早期剥離、
大動脈瘤手術、心臓再手術による

② 凝固障害のために止血困難が認められ、
③ フィブリノゲン値が150mg/dLを切る場合に、
フィブリノゲン製剤の投与が必要である。
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